
東京慈恵会医科大学附属第三病院総合診療部

専門修得コース（レジデント）のご紹介

【慈恵医大の各附属病院と第三病院について】

本学は、『病気を診ずして病人を診よ』の精神で日々研鑽を積んでおり、附属4病院あわせて2,600床以上の

ベッドを持つ国内最大級の医療機関です。東京都心の港区にある本院をはじめ、ベッドタウンである葛飾区、

狛江市および千葉県柏市に分院を持ち、機能や地域性に応じた多彩な臨床経験の場があります。

第三病院は狛江市に位置するその1施設です。

【専門修得コース（レジデント）】

当科では、「総合診療専門研修プログラム」「内科専攻医研修プログラム」の2つのプログラムに対応しています。

私達は、学祖の教えにある「病気を診ずして病人を診よ」の精神に則り、疾患のみならず患者が抱えるあらゆる問

題を総合的に捉える良医の養成、教育を行います。専攻医の皆さんにとって必要な基本的診療能力の獲得や基

礎・臨床研究を支援します。どちらかのプログラムを研修することで、個人のみならず地域や社会の問題点を的確

に抽出し、限り有る資源の中から有効な一手を示す実践者となることを目標とします。



東京慈恵会医科大学附属病院（本院）を基幹施設とし、第三病院は連携施設の1つです。特定機能病院として先

進医療を担う本院での研修と、地域の中核病院として地域医療を担う３つの分院および学外連携施設において、

幅広い研修を行います。初期臨床研修で修得した基本的臨床技能を基盤として、各内科における専門的臨床技

能を深め、救急医療、総合診療などの横断的な診療を通し、内科医としての幅広い素養を身に着けます。将来、

さらに高度な総合内科のgeneralityを目指す場合や内科領域subspecialty専門医を選択する場合を想定し、地域

医療から高度先進医療までの多様な臨床現場を経験することにより、それぞれに必要な臨床技能を修得します。
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慈恵医大第三病院を中心に

葛飾医療センター・東京北医療センターも選択

総診Ⅱ

慈恵医大第三病院を中心に

附属病院・柏病院・葛飾医療センターも選択
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慈恵医大第三病院を中心に

附属病院・柏病院・葛飾医療センターも選択

小児科 救急

東京都指定医療機関、魚沼市医療公社関連施設を選択

（連携施設である家庭医療学開発センター教育診療所群、野村病院も場合により選択）
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【東京慈恵会医科大学附属病院内科専攻医研修プログラム】

≪ローテーション例≫

当プログラムは慈恵医大の附属4病院にある総合診療部の中で救急、外来、入院を網羅出来ている、東京北多摩

南部医療圏にある第三病院（東京都狛江市）を基幹に据えた育成プログラムです。

○総合診療専門研修Ⅰ

診療所や地域の中小病院における外来診療や在宅診療を中心とした総合診療の経験が目的。

（研修施設：家庭医療学開発センター教育診療所群、東京都指定医療機関（奥多摩町国保奥多摩病院・利島村診

療所 他）、魚沼市医療公社関連施設（小出病院 他）、野村病院）

○総合診療専門研修Ⅱ

一定規模の病院における病棟診療や救急診療を中心とした総合診療の経験が目的。

（研修施設：慈恵医大附属第三病院を中心に、慈恵医大葛飾医療センター、東京北医療センター）

【東京慈恵会医科大学附属第三病院総合診療専門研修プログラム】



【診療・研修内容について】

日本内科学会HP内より http://www.naika.or.jp/jsim_wp/wp-content/uploads/2017/08/130310243.pdf
慈恵医大専門修得コースHP内より http://www.jikei.ac.jp/boshuu/resident/pdf/h_naika.pdf


